
愛知県における古代・中世の鉄器生産その1

鈴木正貴・蔭山誠一

1.はじめに(目的と視点・研究史・方法)

日本における鉄器は、弥生時代以降急速に普及

し弥生時代後期から古墳時代前期にかけて石器か

ら移り変わる。愛知県においてもほぼ同様の傾向

がうかがわれ、鉄器の出土例が時代が下るにつれ

増加することからも首肯される。しかしこれらの

鉄器生産を担った鍛冶・鋳造工人や工房のあり

方、基本的に鉄鉱石・砂鉄を産しない尾張地域に

おける鉄素材の供給の受け方といった当時の社会

全体に係わる問題について考古学からの検討はほ

とんどされてこなかった。

愛知県においては、未だ古墳時代以前の鍛冶・

鋳造などの鉄器生産に関する遺構・遺物はあまり

調査されたことがない。奈良時代から平安時代以

降には鍛冶の痕跡と思われる鉄棒の出土が次第に

多くなり、中世においてはかなりの遺跡において

その出土が確認されている。しかしこれまで明確

な鍛冶遺構などがあまりまとまって検出されてい

ないこと(I) 、鉄棒などの鉄資料は包含層中からの

出土が多く、時期決定が困難な場合が多いことな

どから、愛知県下における鉄器生産の検討は古代

や中世の遺跡出土鉄滓などの化学分析を含めた検

討(2)がなされている以外はまとまった報告がされ

ていない(3)。

また他県の古代・中世においても、鉄器生産に

至る製鉄・大鍛冶・小鍛冶といった各段階の調

査・研究は最近の『季刊考古学』で特集がなされ

たように古代の製鉄遺跡と一部の城館跡や町遺跡

を除いては十分な資料蓄積はされておらず、資料

の掘り起こしはこれからの課題と思われる。また

金属学的にも銑鉄からの鋼製造の実証において、

新たな見解が見られるようになり、考古学的な分

析との対応も今後の課題のようである(4)。

以上の研究状況から(5) 、本稿では愛知県内の古

代以後の遺跡において少量ながらも、ほとんどの

遺跡で出土する鉄棒や鉄製品、鉄片などの未製品

を検討し、出土状況の傾向から古代・中世の鉄器

生産の様相を探るための2 ・ 3の可能性を示した

い。

2.鉄資料出土遺跡の概況

(1)検討に取り上げる3遺跡(第1図)

今回検討する遺跡は、一つの地域で一連の遺跡

群としてある程度その様相が明らかになってきた

遺跡で、当埋蔵文化財センターが近年調査した稲

沢市堀之内花ノ木遺跡(6).同大縄遺跡(7).同儀長

正楽寺遺跡(8)を取り上げる。

(2)稲沢市堀之内花ノ木遺跡(第5図)

木曽川から派生する三宅川が稲沢市内に入り、

国府宮から儀長町の範囲で顕著な蛇行ループ状の

流路をみせる地域にあり、三宅川左岸の自然堤防

上に立地する。尾張国分寺跡の南緑が東西約420

mにわたって調査されている。西から東にA区-

H区に分かれており、 A区・B区・C区・D区・

Ea区・Fa区において古代(8世紀-9世紀)

の遺構があり、尾張国分寺の成立と廃絶に関連し

て3段階が設定されている。 C区・ D区の東半部

からEa区・Fa区を中心に集中する傾向があ

り、国分寺の寺城の一部を区画すると思われる溝

と竪穴住居などが分布している。中世(12世紀後

辛-15世紀前半)の遺構は、 Ea区・Eb区・E

c区・Fa区・Fb区・Fc区・G区・H区に分

布しており、 12世紀後半-13世紀前半の土坑群と

13世紀後半-15世紀前半の区画溝が掘られる2時

期に分けられている。特に、区画溝・土坑はEa

区・ Fa区からG区にかけて集中している。その
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他に古代の遺構分布に重なって弥生時代後期～古

墳時代前期の竪穴住居等の遺構と、 B区からG区

にかけて近世の溝4条・土坑1基がある。

鍛冶に関しては、 8世紀後半のSD13から鍛冶滓

片、 9世紀のSD30から炉壁片が出土したことか

ら該期に周辺で鍛冶が行われたことが想定されて

いる。

(3)稲沢市大縄遺跡(第6図)

三宅川左岸自然堤防上に立地する遺跡で、堀之

内花ノ木遺跡の西200mに浅い谷を挟んで隣接す

る。東南東から西北西-約120mにわたって調査

されている。東から西にA区・B区・C区と分け

られており、 B区において中世(13世紀～15世紀

前半)の区画溝・用水用溝・土坑群が確認されて

いる。この他に、古代の瓦・須恵器・灰釉陶器・

緑釉陶器等も出土しているが、古代の遺構は不明

である。

(4)稲沢市儀長正楽寺遺跡(第7図)

三宅川右岸の自然堤防上に立地する遺跡で、大

縄遺跡から三宅川を挟んで、西約200mの地点に

ある。東南東から西北西へ約360mにわたり、東

から93区94A区94B区94C区94D区に分

けて調査されている。遺跡は古墳時代前期-江戸

時代の複合遺跡で、 12世紀後半-14世紀前半の時

期に区画溝に囲まれた居住地が93区94A区・94

B区の東側と94D区の西側に展開している。遺構

としては掘立柱建物6棟、柵2条、井戸11基、土

坑多数があり、 5段階の遺構変遷が考えられてい

る。

3.鉄資料の観察

遺跡から出土する鉄資料には、製鉄する前の鉄

鉱石・砂鉄、製鉄・鍛冶といった鉄加工に伴って

生成される鉄滓(金糞) 、遺構の一部である炉



壁・鞴の羽口、鉄加工に必要な溶媒材や燃料、各

工程で使われる道具類、鍛冶の段階で出される未

製品・製品がある。

今回検討を行った鉄資料には製鉄の段階に関す

るものはなく、鍛冶に伴う鉄滓、鉄製の製品・未

製品、炉壁、楯の羽口があり、その大部分は鉄滓

と鉄製の製品・未製品である。他に鍛冶に使った

と思われる溶媒材については今回自然科学的分析

を行っておらず、遺物の中から区別して抽出する

こともできていないので取り上げていない。また

鉄加工に使ったと思われる道具類も出土していな

い。

ここでは上記の3遺跡から出土した鉄資料の

(1)肉眼的観察と簡易な検査を行い、一覧表を

作成し、 (2)各遺跡の鉄資料の傾向とその出土

傾向を分析した。今回の観察では『清洲城下町遺

跡Ⅴ』で実施した(9)方法を基礎にしているが、 a

種別、 g金属反応、 1炉材、 mガラス質の項目に

ついては基準を変更している。

( 1 )鉄資料の肉眼的観察と簡易検査の調査方法

(第2図-第4図、第1表～第5表)

鉄資料について以下の13項目の調査を実施した。

a種別

表面観察による形状分析を基本に一部f着磁度

反応とg金属反応の分析を利用して以下のように

種別を分けて表記した。

形状から鉄滓は椀型滓・流動滓・再結合滓・鉄

塊系遺物に分けられる。また、 f着磁力反応・ g

金属反応から反応のある含鉄鉄滓とない普通の鉄

滓とに区分した。形態的に釘と分かるもののみ釘

と記載した。

ここで種別したものについて示す。

鉄淳一製鉄・鍛冶の鉄加工の各段階で原料及び半

加工品・廃棄物を炉の中で溶融させた際に生じる

非鉄成分が多い滓部分。

椀型淳一鍛冶の段階に炉の底の部分に生まれる鉄

滓、炉の底の形を反映した平面円形断面椀型の形

になる。大部分のものが2分の1、 4分の1、 8



分の1に破割りされている。鉄分を含んだ含鉄椀

型滓(第3図8)と含まない普通の椀型滓(第2

図1、第4図14)がある。

流動滓…一般には流動状の鉄滓で、製鉄炉・鍛冶

炉の内外で生成された鉄滓をいうが、今回は椀型

滓・再結合滓以外の鉄滓を全て含んだものをいっ

ており、 b形状には偏平・磯状・凸凹のものがあ

る。椀型滓に比べて小型である。 mガラス質の様

子でガラス質1と2の流動滓A (第3図7)とガ

ラス質2の流動滓B (第2図3)の2種に分けて

いる。

再結合淳一鉄滓や鉄製品・半製品、小石粒等が熱

の他に水分や土庄等で再び付着した鉄滓状のもの

で、椀型滓や流動滓のように構造的形態をして

いない。鉄製品・半鉄製品等の鉄分を含んだもの

を含鉄再結合滓とした(第2図2、第4図11) 。



鉄塊系遺物・・・いわゆる鉄塊で、表面観察では鉄分

の錆膨れによる表面のひび割れが特徴で、整理後

分裂しているものもある。 f着磁度反応の強いも

のが多く、 g金属反応のあるものがある(第2図

4)。

含鉄遺物-鉄製品・半製品の錆膨れした鉄滓状の

もので、そのほとんどが刀子・釘・鉄片の錆膨れ

したものと思われる。高師小僧も含まれる。 b形

状から偏平(第4図9) ・棒状(第2図5・6、

第4図12・13)磯状のものがあり、 g金属反応

を残すものもあるが、相対的にf着磁度反応は弱

い。

b形状

資料の形状を磯状・偏平・凹凸・椀型などに区

分して表記した。

C完欠

資料の遺存状況を示した。椀型滓はほとんどが

割られた状態で出土しているため欠となっている。

d重量

資料の全重量を1 g単位で計測した。

e法量

資料の長径・短径・厚さを0. 1 cmの単位で測定

した。

f着磁度

直径30mm・1300ガウス0.13テスラ)のリング

状フェライト磁石を用いて、着磁反応を示す距離

を測定し、 0から5までの6段階に着磁度を区分

して表示した。

0-全く反応しないもの

1-0cm- 1cmの範囲で着磁反応するもの

2- 1cm-- 2cmの範囲で着磁反応するもの

3・・・2cm-- 3cmの範囲で着磁反応するもの

4-3cm--4cmの範囲で着磁反応するもの

5-4cm- 5cmの範囲で着磁反応するもの

g金属反応

簡易な金属反応器(松下電工、壁うらセンサー、

プロ用、 EZ380B)をもちいて金属分の残存状

況を測定した。反応があったものを3段階に分け

て表記した。

0-全く反応しないもの

1-かすかに反応するもの

2-確実に反応するもの

ただし、金属反応では資料の表面に付着する錆

などがある場合はほとんど反応しないし、ここで

いう3段階区分には明瞭な科学的な基準がない。

h発泡

資料中の気泡の痕跡が存在するものに○を記載

した。鉄滓のここでいうmガラス質部分によく見

られる。内部にあるガス分が抜け出た痕跡であ

る。

1小石粒

資料中に炉材とは異なる小石粒を包含するもの

に○を記載した。椀型滓の上面・下面に付着する

ものがあり、今回確認した中では、チャートの

0.5cm-1.0cmのものがあった。

J植物残痕

資料中に植物繊維状の庄痕等が残存するものに

○を記載した。椀型滓の上面や再結合滓などに付

着している。

k木炭

資料中に木炭を包含するものに○を記載した。

1炉材

資料表面に炉材の一部と思われる粘土・石材が

付着するものに○を記載した。椀型滓の下面や流

動滓の一部に付着しているものがあった。

mガラス質

資料中にスラグ状の部分を包含するものをその

重みと表面観察から3段階に分けて表記した。

0-ガラス質がないもの、不明瞭なもの

1-ガラス質を包含し、そのガラス質が重く、色

調が黒色から黒褐色で、比較的気泡が小さく少

ないもの
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2-ガラス質を包含し、そのガラス質が軽く、色

調が灰色がかった黒色から暗灰色で、比較的気泡

が大きく多いもの

n備考

資料表面の付着物・固着(粘土等と共に水酸化

鉄が固着した現象を指す)の有無等の特記事項を

記載した。

(2)各遺跡の鉄資料の傾向

前節で行った観察をもとに各遺跡の鉄資料の出

土傾向の分析を行う。そこで各遺跡の調査区を東

西10mごとに区切って鉄資料の分布を示したのが

第5図-第7図である。

①稲沢市堀之内花ノ木遺跡出土鉄資料(第2図・

第5図)

出土した鉄資料の分布のピークが大きくC区中

央部を中心とする地点とEa区からEc区を中心

とする地点の2つに分かれる。 C区を中心とする

西の地点は、報告書において鍛冶の想定がなされ

ているものである。また今回の検討によりもう一

つの東側の分布が確認され、この地点はE a区と

E b区の境界部分にある末調査地を挟んでさらに

微妙に東西2つの分布のピークがあるようであ



る。それぞれの分布のピークは、椀型滓、流動滓

A、流動滓B、含鉄再結合滓、再結合滓、鉄塊系

遺物、各形状の含鉄遺物がほぼ重なる形で分布し

ていることが分かる。椀型滓や流動滓などの鉄滓

は比較的まとまって分布するのに対して、再結合

滓や含鉄遺物は鉄滓に比べてやや拡散して分布し

ている点に特徴がある。

C区中央部を中心に分布する一群は、 SD13出

土鉄資料の年代から、 8世紀後半の段階に営まれ

た痕跡が反映したものと思われる。同様にEa区

を中心に分布する一群は、竪穴住居から鉄資料が

出土していることから9世紀に、 Eb区からEc

区を中心に分布する一群は、周辺に古代の遺構が

稀で、出土した鉄資料は中世以後の遺構から出土

していることから、鎌倉時代-室町時代に営なま

れた痕跡が反映されたものと考えられる。

②稲沢市大縄遺跡出土鉄資料(第3図・第6図)

本遺跡の鉄滓は他の2遺跡と違い、仝27点の鉄

滓の中で椀型滓が14点を占め、他に流動滓A9点、

流動滓B3点、含鉄遺物3点、釘4点、炉壁2点

がある。一部耕作による撹乱が及んでいたが、鉄

資料はほぼ限られた範囲で分布している。椀型滓

の中で金属反応を残す鉄分のある含鉄椀型滓が2

点あり、鉄滓の種別の偏り(椀型滓が多い)と併

せて注目される。この一群の鉄資料の時期は、 13

世紀前半に想定される土坑S K46から流動滓Aが

出土していること、本遺跡のほとんどの遺構が12

世紀後半-15世紀前半のものと考えられること、

出土遺物の中心も12世紀中葉-13世紀前半にある

ことから、相対的に12世紀中葉-13世紀前半のも

のと考えられる。

③稲沢市儀長正楽寺遺跡出土鉄資料(第4図・第

7図)

鉄資料の分布のピークが東側の93区から94A

区94B区の東半分の部分と西側の94D区の大き

く2つある。東側の分布では、 94A区中央にある

2条の溝SD07・SD08を挟んで93区から94A区

東側と94A区西側の2つの分布のピークが存在す

る。また94D区の分布は、やや94D区西側に分布

の中心があるが分散している。鉄滓の種別では東

側の94A区西側の一群で椀型滓2点、流動滓A2

点、流動滓B5点などの鉄滓とともに鞴の羽口片

が1点(第4図10)出土しており、注目される。

含鉄遺物の分布は鉄滓の分布と基本的に重複す

る。堀之内花ノ木遺跡と同様な種別構成である。

これらの鉄資料の時期は、古代の遺物・遺構も

存在するが、遺跡の主体は12世紀後葉-14世紀前

半にあり、遺構から出土している鉄資料のほとん

どがこの時期に想定されているものに限られるの

で、遺構の変遷と併せて考えると、東側の93区か

ら94A区東側の一群が12世紀後菓-13世紀中葉、

94A区西側の一群が13世紀中葉-13世紀後葉、西

側の94D区の一群が13世紀中葉-14世紀前半と考

えられる。

4.まとめ(鉄資料分析の可能性と今後の課題)

前章で各遺跡における鉄資料の種別の分布とそ

の時期について検討を加えた。先述したようにこ

れらの鉄資料は包含層からの出土や中・近世の大

型遺構からの出土が多い。当然のことであるが、

鉄資料の出土が多い所には、当時の生活に伴う土

器等の遺物も多く、鍛冶遺構の検出されていない

現状では、生活の消費に伴う廃棄が反映している

可能性も高い。従って鉄資料の遺構出土もその時

期の下限を示すに過ぎず、鉄資料の生成された時

期決定も遺構変遷の相対的に大きいピークに合わ

せているのが現状で、その他の生活の遺構との細

かい共存関係は検討できていない。

しかし、今回の分類・表現できた鉄資料の種別

による分布から各遺跡で鍛冶が行われた可能性は



高く、考古学的には当時の鍛冶場(工房)の特定

がある程度想定できていると考える方が建設的で

ある。

ところで、鉄資料の種別の組み合わせには、堀

之内花ノ木遺跡・儀長正楽寺遺跡と大縄遺跡の鉄

資料で大きな違いがある。椀型滓が多く含鉄遺物

の少ない大縄遺跡と椀型滓が少なく含鉄遺物の多

い堀之内花ノ木遺跡・儀長正楽寺遺跡とに分か

れ、後者の2遺跡では前者に比べて流動滓Bの出

土が多い点も特徴である。

この違いは何を意味するのであろうか?自然化

学的分析を行った堀之内花ノ木遺跡の報告では大

鍛冶と小鍛冶の両方を行った鍛冶滓(分析資料

9)が測定されており、また室遺跡においても同

様な結果が出されている(10)。この2遺跡では鉄の

精錬と鉄器加工の両方が同じ場所で連続して行わ

れていた可能性が高く、従来言われている様な大

鍛冶・小鍛冶という工程の区別は不明瞭なものな

のかも知れない。しかし、隣接する遺跡の間で鉄

滓類の違いだけでなく、鉄器加工に伴うと考えら

れる鉄製品やその廃棄物や素材と思われる含鉄遺

物の量が対応して異なるのは、これらの出土地点

が重なる以上、これら鉄資料の間には何らかの有

機的関連があり、遺跡によって異なる鉄加工の工

程が行われた可能性があるのではないだろうか。

以上のように考えるならば、大縄遺跡では鉄の精

錬を主体とする鍛冶工程が、堀之内花ノ木遺跡・

儀長正楽寺遺跡では、鉄器加工を主体とする鍛冶

工程が営まれたことを想定したい。

鉄資料の分布形態においては中世の堀之内花ノ

木遺跡の一群、遺構との関係が不明瞭な大縄遺跡

の一群の分布を除くと古代においては溝により区

画された内部にある竪穴住居群を中心に、中世に

おいても溝により区画された井戸等の生活遺構の

多い区画内側に出土が多く、これらでは屋敷など

の一角において鍛冶が行われた可能性が高い。

以上、今回の検討で鉄器生産に関する1. 2の

問題と可能性について指摘することができた。今

後も鉄資料の分類自体の問題を含めて検討してい

かなければならないが、当面はより多くの類例を

集め、典型的な鉄資料のタイプを模索していくこ

とが、愛知県下の古代・中世における鉄器生産研

究の課題と思われる。また並行して考古学的成果

に基づいた鉄資料の構造・成分分析を行っていく

必要があると思われる。

最後に今回の分析をする際に、 (財)千葉県文

化財センター小林信一氏・横山仁氏、 (財)茨城

県教育財団川井正一氏、石岡市教育委員会安藤敏

孝氏には鉄資料の分析方法を御教示いただいた。

資料の実見・文献調査にあたっては、稲沢市教育

委員会北條献示氏・日野幸治氏、一宮市博物館岩

野見司氏・久保禎子氏には大変お世話になった。

また蟹江吉弘氏・赤塚次郎氏・池本正明氏・服部

俊之氏には調査時の状況など御教示いただいた。

記して感謝の意としたい。

本稿は鈴木と蔭山が協議の上、蔭山が執筆し

た。なお第2表・第3表の堀之内花ノ木遺跡の自

然科学的分析資料(1-35)は、分析成果を参考

に蔭山が写真から種別・大きさなどを判別してお

り、分析結果とは必ずしも対応していない。分析

の資料番号を備考に記載した。報告書と合わせて

参照されたい。

(1)愛知県下の事例としては、一宮市清郷遺跡

で鍛冶炉跡が確認されている程度である。

一宮市「清郷遺跡」 『新編一宮市史』 1974

(2)川井啓介・服部俊之編『室遺跡』 (財)愛

知県埋蔵文化財センター1994

蟹江吉弘編『堀之内花ノ木遺跡』 (財)愛知県



埋蔵文化財センター1994

鈴木正貴編『清洲城下町遺Ⅴ』 (財)愛知県埋蔵

文化財センター1995

名古屋市見晴台考古資料館『名古屋城三の丸遺跡

第6 ・ 7次発掘調査報告書』 1995

(3)財団法人総合鋳物センター刊『東海鋳物

史稿』 1964では、尾張北西部の中世の鋳物師

(秩)を探求する上で、清郷遺跡の他周辺の地

域から出土した鉄資料や木曽川水系で採集でき

るとされる砂鉄との関連などを文献調査・化学

分析を含めて追究されている。

(4)雄山閣『季刊考古学』第57号1996

(5)その他に、

窪田蔵朗『改訂鉄の考古学』雄山閣1987

同『製鉄遺跡』ニューサイエンス社1983

藤尾慎一郎編『国立歴史民俗博物館研究報告』

第58集国立歴史民俗博物館1994

雄山閣『季刊考古学』第8号1984

穴澤義功「製鉄遺跡から見た古代・中世の鉄生

産」奈良国立文化財研究所平成6年度埋蔵文

化財発掘技術者特別研修「製鉄遺跡調査過

程」資料1994

川井正一編『鹿の子C遺跡』上下(財)茨城県教

育財団1983

阿久津久「国衙工房に見る鉄器生産について一鹿

の子C遺跡を中心として-」 『茨城県立歴史館

報』 17茨城県立歴史館1990

を主に参考にした。鉄生産に関わる文献はその他

にも枚挙にいとまがない。

(6)蟹江吉弘編『堀之内花ノ木遺跡』 (財)愛

知県埋蔵文化財センター1994

(7)水谷寛明・蔭山誠一「大縄遺跡」 『平成7

年度年報』 (財)愛知県埋蔵文化財センター

1996

(8)池本正明編『儀長正楽寺遺跡』 (財)愛知

県埋蔵文化財センター1996

(9)鈴木正貴「金属滓分析」 『清須城下町遺

跡Ⅴ』 (財)愛知県埋蔵文化財センター1995

10)川崎テクノリサーチ株式会社・服部俊之

「鉄滓類の分析」 『堀之内花ノ木遺跡』 (財)

愛知県埋蔵文化財センター1994

川崎テクノリサーチ株式会社「室遺跡および

関連遺跡出土鉄滓の分析」 『室遺跡』 (財)餐

知県埋蔵文化財センター1994
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-tǹコ
も′,

莞

y)

r l
th
->く
め

【、
告
め

O
V1白
∽

O
Lr,白
∽

tn
e..
凹
>

V、
-.
td
>

:-
tr>
・
UJ
>

、0
-
【s
>

Llllll
、○
-
h]
>

一
、〇
-
'E]
>

tr>
e....
i
>

め
Llllll
、0
-
h
>

壁 U
・

壁 壁 U
・...

U
・...

U
-

U
-

U
-

U
-c

U
-

U
-

U
一〇、

U
-

U
-

壁

〇、

壁 壁 壁

〇、

3

〇、
q̀
・〇、

壁

O、

壁

〇、

fl

〇、

」

O、

」

-c
o
一〇、

0
-0

壁

〇、

壁

c 〇、c c c O、〇、01 〇、 〇、〇、 〇、O¥ 〇、0、 〇、

- rl M ・* V、、s ト 00 c 0
-..-

-- N- rr,- .- tr>-
、e
- ド

...
00
・

〇、-
只 ・r- rlrl R 講 tnN

渇 ド～ 胃 馬

-

只

第2表大縄遺跡・堀之内花ノ木遺跡出土鉄資料一覧(1 )

-119-



軍
普

M
期

憩
U
ce

感
U
Oc

M
期

ア1
期

m
期

-

ア1

!顎

M
期

-

避
U
○○

車
増

ア1
期

戟
吋

U
〇、
～

U
cO

U
O 、
～
憩
U
cc

&
増

M

!u

&

!司

U
O t
～
&
U
○○

U
か
～
感
U
cO

M
期

ォ
U
○○

&
期

増 膏

∽

蛋

∽

e-実

的

掌
m̀
∽

8
CD
∽

M呂

∽

哀

切

云

∽

-昌

∽

-昌

明

寸-戻
苫
カ̀
め

.・-a
∽

^ --
コ̀
tn

寸-白
Ch

th
・...白
′̀,

宍
a
的

th苗

`乃

^ --白
∽

e-.
・a-
∽

・*
Ⅰ.・.白
∽

吾

y )

吾

め

-
・...id
的

冨

y)

・.a
-a
乃̀

寸
-白
乃̀

Si

、0
p -申
*
」
fe

ト
gヾ
nb
*
&
衣

胃
か

m
」

ォfe

〇、
rl中
細
t
t

〇
・・、叫、
申
」
衣

jS
&
電

3*
ヰq
値
盤

jS
礼

y、
、

f< .
lト
無

O ○ ○ ～ lトーa - a ー○ くつ o o O O rl C , Φ くつ○ C > Φ ○ 0 C , ○ くつ○ ○ ○ ○ ○ ○ C , ○ O ○ くつ O ○ ○ aー○ Φ p - rl ○ Φ ○ ○ くつ ○ O O a ○ ○ C■くつΦ ○ ○ ○ Φ C , ○ Φ ○

育
& ○

堰

蝣fc

&
*

○ ○

ts
÷

○

腰
吹

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

悼
ぜ

t1R tTR llR tIR tTR 4 < 4< 4< 4 < 棉 t< 4 < t< m {1 t < t1只 t < t< t< 4< 4< 4< 4< tTR 11只 t< 4< 4< llR t< 4< 4< 4< 捕 棉 llR llR j< 4< 4< tTR -4< 4< t< 4< t< 捕 4 < 4 < t < t < tIR t < t < t < t < 4 < t < 4 < t < 4< 4< I,R tIR t <

.i

.、
4h
ち

○ ○ ○ ○ e `⊃ C , P 4 O rl ○ ○ O O O 0 ○ く> rl Φ a ー0 ○ ○ ○ ○ ○ C > Φ rl Φ ○ ○ O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ くつ ○ ○ ○ O Φ ○ O くつ ○ ○ rl ○ ○ ○ ○ ○ Φ Φ ○

m

m nJDTtJD fl -

サ
梶
1

・5 -
蘇
ー

-.・. ...: n ぐ、: a、ー・- rq rl - - ～ P. - M ○ ・ rl - . - rl p - ・ e・..: P. rq rq rq - rq - rq ～ rq N rl rq r1 ○ p- rl rl rq - - - Φ rl rl rq p- ・ N p - rq rl rl - - - - ▼

ポ′
c
a 0

-
○○
ゴ̀

V 、
ゴ̀

卜
ゴ̀

、O
d

、g
d -

-
トー
-

1
-

・〇、
- -

-
0 ,
-

〇、
- . -′、O .

・
-

1
・
、○
d

、e
-

〇、
d

c
C i

rrl
.・..

ce
d

cO
d

aー
■..

・..
■..

rl、d
ド
-

- 、q
・...

- -
e・.

- - 、q
・・

・
-...

、q
・

c
d

・Ⅰ.・.
・・

〇、
- -

-
q
・..

- c
ゴ̀

、s
-

Ⅰ...- M
-

-′ー
-

rq
d

a ー
-

、O
.ゴ

-′、
-

p-
i

tn
-

ト
.ゴ

ト
a ・ -

-
-0
-

l
せ

ce
rj

≡ ・-
～

蝣*
p -

、q
p-

-
-

Ⅰ.-d r.a
P i

・
-

○○-
ト
- ○○

ゴ̀
r1
-

V、
-

蝣*
-

rrL
e..・

- r1
-

ド
Pj

〇、
d

、s
d

r1
-

cq
-

ド
-

〇、
-

<*5 .1
-

蝣*
-

rl
-

〇、
-

- t .
rl

、q
-

・ q
・・■

、○
p-.

^ .
-

rl -
-

-*.
rl

rl
-

p -.
-

tl
-

<*5 、q
-

fl
a ー

- a 一
一

r1
-

、q
-

rrl
-.

ド
d ・...

rJ
○○
d -

P l.
<*.
rq

M
-.-

rrl
-

○ゝ
トー

〇、
- ・・

PJ
0q
-

O t
O

rrI
-

-rl
e..■

○○
-

料
叫

～.
rrl

rl ○○
p-.

cOd
cc
Pj

ト
・

-
Tt

-
・*

ぐ1 ○○
-4-'

c
rJ

蝣<*.
M

M 、O
n .

0 1.
・

-′ー
erl

a.a
・Ⅰ、

"*.
tn

、○ ..--
rj

、q
rr,

.一、
rq.

cO
Tf

、O
rJ

^ -′、
-*・

frl
rq.

V、
-P,

M
Pj

-
V 、

～
e...

【、、中
一

-
p-.

○○
-

M -′、
P i

-P, frl tr,
Tf'

trl
M

○○
PJ

〇、
rj

rr,
-

ド
-

c
Pj

、q
・...

O t
-

昌 0,
-

、q
-

r1
-

-′、
rrL

- -rl
d

s、〇〇
・一

-
rrl

.▼、▼..-
-

・、
rJ

fr,
rj

.
d

ド
の

-
■

小、
・..

叫
叫

〇、
∩

寸
-

〇、
-

〇、
-

N
rl

p - ○○
・..・

-s、
～ fP, M .・ 蝣* 、○ tn 、0 0

- Ⅰ..・....
cO
～

rl M >* rl
e..-

s1 tr, ド ・へ ○○小、 V、 aート - rl s 〇、
-

蝣ォ・--
寸 ○○

・.-
・Ⅰ、
-

tn 〇、・.a s、 r1
-

fq .・ Tt . rq - ..・..-
- 、○ 寸 - 、s 〇、- ・* 寸 rl c○○○ -

1

jS
*

jS
草

計
畢

jS
帯

jS
帯

jS 駐
畢

C>.
ら

れ′

、/

駄
畢

&
蟹

ォ
ォ

%
*

寄
せ

&
廿

% 省
筆

義 BS
」

jS
*

#
サ

3$
」

墓 jS
華

等
翠

jS
s

jS
*

SS
」

SS
&

SS
*

BS
」

辞一
軍

除
草

辞:
畢

要

m
牡
畢

餅.
畢

%
ft

拮-
堪

B S
輩 畢

蕃 jS
帯

jS 寒
帯

駄
畢

jS jS
*

&
草

事
*

BS
*

寒
帯

ォ
帯

鮮
畢

駐
畢

牡
嘩

料.
嘩

餅.
嘩

墓 朴
準

駄
響

牡
尊

餅.
畢

SS
サ

%
堆

$
堆

*
」

サ I P
m
&
初

」
頼
*
軸

<
攪

鋸

幻̀
牡
密
駕

田
壮
奄
駕

CQ
糖
密
麗

□̀
放
電
増

噌
議
&

杏
増
&
和

轟
m
&
和

」
頼
&
如

」
*
&
伽

IP
頼
&
< rB

CQ
敬

3ァ
駕

<
敬
」t
鋸

*
頼
&
和

」
頼
&
如

IP
頼
&
軸

」2
増
&
和

IP
頼
&
和

IP
増
&
伽

I P
増
&
如

」
頼
&
軸

」
頼
&
軸

#
増
&
如

&
頼
&
如

&
頼
&
如

」
増
&
伽

j g
増
&
和

」
頼
&

.伽

」
増
&
伽

轟
*

伽

I P
頼
&
伽

&
頼
&
強

」
*
&
初

戟

.
堆
駐

I P
頼
&
如

j p
増
&
如

*
t

和

田
壮

磨

*
頼
喋
要
&

<
社
轟
3g

`ロ
糖

蜜

FQ
ft
宙
3g

&
頼
&
如

」2
m
&

&
頼
&
和

<
壮
宙
駕

&
増
&

IP
頼
&
4 rQ

<
壮
宙
麗

奪
頼
&
如

<
社
奄
増

&
頼
&
如

&
増
&

如

*
軸
堆
舵
&
如

#
頼
&
如

I P
頼
&
如

s
莱

曇

和

u s
増
&
伽

」
頼
&
L I

&
増
&

軸

&
頼
&

4TB

&

遍

I

頼
&
伽

E

ト
ー一、-
・-′、
〇、

rq
fr,f1
.-′ー
c

〇、
-P.
IV、
c

、○
○0
......::-′l
c

00
-....の:-′、
〇、

〇
・一rrlI一′、
〇、

義

:■′、
〇、

3

.-一、〇、

等

-′、c

8

-一10

等

thか

弐

IV、O t

辱

■′、〇、

、O
r・、a、ーe-′、〇、

rr1
-MlV 、〇、

票
p -・-′、〇、

、s
V 、a 一.trLc

tn～
M・Ln〇、

、O
rlrrl.-′ー0

只
・.aI一′、〇、

c
rlr.a・V、〇、

専

一′ーc

義

.tn〇、

毎

trL〇、

専

一′ーc

吏

-trLc

r、-ft

tnか

試

Ino

ぐヾa

-′、c

2

.■′、〇、

尋

V、〇、

尋

Ino 、

寅

・一一、〇、

真

一Ln〇、

専

一′一〇、

薫

・th〇、

○○0
--V、〇、

くつ
--rl・-′一〇、

C〉
-s、ltnO、

Ma

tnc

専

一一、0

trl〇、
-.-′、c

弐

・tn〇、

〇、ド
-一一′lc

〇〇〇0
-.-′、0、

革

tn〇、

g

l′一〇、

、○
・..・P、一・一n〇、

rrlト
a -lV、c

thn
～
&

rlrl
・Ⅰ、-tn〇、

Prl〇、
-・tn0 、

卜p-
・Ⅰ、ethO 、

専

一′、〇、

トド
Ple-′lO 、

tn
-ぐ、:.tnか

tntn
-I一′、c

くつド
aletn〇、

毎

th〇、

革

tn〇、

等.

tnO 、

胡
$

吾

的

屯 蛋

∽

・頁

∽

」

-..
.▲jⅠ▼1.

:・..・.
&

..・...:
*

..・.
&

lH 叫
嘱

1

∽

○○畠

Ch

崇

∽

云

∽

云

∽

云

∽
...・.-
&

[∃
」

I-
&

-■.-
&

.・..-
&

....・.
&

[∃
&

il
鵬

叫
鵬

・苫

Gの

..・.一
餐

l■ll
」

-
$

一
m

^
-.白
乃̀

I
&

.・..
&

電
」

丑
&

叫 :■..一
撃

苫
A
め

・*・
・凸
乃̀

蝣*・
-̀コ
も′,

fe z
寸
-凸
∽

坤
p -
trL
-凸
∽

坤
All
宍
白
め

一..■
&

I
」

....・.
&

.・..・.
*

..・.
&

ー
」

IJE=

冨

∽

・*
-白
`′,

:・..・.
餐

.C

-・a-
的

坤
1
・*.■.白
`′ー

宍
a
′̀ー

軍

票
白
∽

-
*

叫
鵬

-Ⅰ.・.*
め

qrl
苗

zs

M
- .負

蝣*
-凸
∽

i

?¥

、
礼

J=

V 、
・.一
li・
>

・t,
、○
-
-′一
一.
i
>

1,
、0
-
4 ・
>

・̀
V、
-
Tt
-<

>

:一
一′ー
-・
・*
・
U
>

-.
-′、
・
蝣*
-
U
>

4)
.′ー
-
⊃̀
>

4)
、0-
日

>

te-:
■′、
-̀⊃
>

、e..
-′、
・C3
>

q}
tn
・..
・*
・■.
⊃̀
> .

「ロ
ー一、-
⊃̀
>

、e
-
⊂=:
>

、0
.....
⊃̀
>

IC
、e
e...
⊃̀
>

Ⅰs
、e
e..Q
> .

「ロ
ー′:
■.⊃̀
>

I..一
、〇
■.g⊃̀
>

0
、〇
.■.
【■
>

ifc

蘇
購
増

4?

16
購
増

ォfe

e
購
増

ù
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